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出産が安全で安心できる環境で行われるために
――講義概要と看護学生の反応を中心に――
新 野 由 子・高津三枝子・細川美千恵
（受理日 2012年 9月 28日，受稿日 2012年 12月 13日）
Assuring Safety and Comfort Circumstance in Childbirth
―― Focus on the Summary of the Lecture and the Reaction of Nursing Students――
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病院 51.9％、診療所 47.0％、助産所 0.9％であり、
施設外（自宅・その他）は 0.2％である。
２．実際に起こったこと
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